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◇新年，あけましておめでとうございます．昨年はウイズコロ
ナの生活や社会活動も新たな段階に入り，本会第 71 年会を
はじめ多くの学会が対面で開催されました．さらに，外国人
の入国規制も緩和され，個人的には国内で行われた国際学会
に二度参加し，海外の研究者と交流できたことは，大変良い
経験でした．今年の干支の「卯」は飛躍の象徴です．皆さん
がコロナ禍の三年間で溜め込んだエネルギーを爆発させて，
大きく飛躍する一年となることを祈念します．
◇今年の入門講座は「分離技術：原理から最新技術まで」で
す．皆さんも研究や業務の中で何かしらの分離技術を利用し
ていることと思います．分析は「別々にして区切りをつける
（分）」「ばらばらに切りはなす（析）」という二字から成る通
り，要素や成分ごとに分けて調べるという行為です．分析化
学の本質とも言える分離技術を今一度，見つめ直していただ
ければと思います．
◇ミニファイルでは「マイクロ・ナノの分析化学」が新たにス
タートします．“マイクロ”や“ナノ”と付く材料や技術は
既に多様な分野に広がっています．本号トピックスでも「マ
イクロプラスチック」，「マイクロ流路」が紹介されていま
す．共通のキーワードを通して他分野の研究へ目を向けてい
ただく機会になれば幸いです．
◇ 1月号より表紙デザインが変わりました．表題は「ポーラロ
グラフ開発 100 周年に向けて」です．ロータリー欄にデザイ
ンの詳しい説明がございますので，ぜひ，ご覧ください．
 〔Y. T.〕
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〈ミニファイル〉　マイクロ・ナノの分析化学　
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作製技術 小林 丈・許 岩
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結合するタンパク質 半田 友衣子
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🅁 複写される方へ
　日本分析化学会は学術著作権協会（学著協）に複写に関
する権利委託をしていますので，本誌に掲載された著作物
を複写する場合は，学著協より許諾を受けて複写してくだ
さい．

　〒107─0052　東京都港区赤坂 9─6─41　乃木坂ビル 3階
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ください．
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